
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 ＊上段は中間報
告、下段は最終報告

昨年度の部会の決定事項により、学
生の試験結果（PDFファイルや数値
データ）を掲載できるよう機能追加
を行った。あわせて同機能のマニュ
アルを作成した。

○ ○

IR部門の要請により、学生実態調査
「PROG」の個人結果を学生自身が閲
覧できるよう、上記の機能により掲
載を行った。

○ ◎

サイネージについては導入希望部署
が複数あることから、統一したシステム
を導入することも視野に入れて検討を
進めている。
情報教室巡回を昼休み時間中に実施
し、室内での飲食はほぼ見られなく
なっている。

○ ○

既存の電子黒板へ小型PCを接続し、
簡易的な情報表示を行えることを検
証した。掲載情報の自動差し替えや
表示内容管理を行うには専用システ
ム導入がやはり望ましいため、引き
続き総務部・業務電算化WGにて導入
を視野に検討を継続する。
情報教室の巡回は継続して実施して
おり、月に1件程度の違反はある
が、おおむね利用マナーは遵守され
ている。

○ ○

昨年度に引き続き、今後の展開や方
針について双方の見解や進め方を共
有する目的で、定期的に図書館との打
合せを実施している。現在は、図書館
のシステム更新を視野に入れた機器
やネットワーク構成について、目下検
討中である。

○ △

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　情報センター

学生学修意欲喚起や学修時間の確保に
向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

e学生支援システムについて、本学の実
情に合わせた使い方ができるよう運用
支援を行う。

eポートフォリオ推進部会の進捗度合い
に応じて機能の追加・修正、運用方法
の見直しを行う。

教育研究活動に必要な十分な校地・校
舎及び施設・設備を整備し、それらの維
持・管理、安全・衛生を確保する。

PCの利用状況を調査・分析し、利便性
の向上および不適切な利用の防止につ
なげる。

情報教室の利用可否情報・メンテナン
ス情報等について、電子看板（サイ
ネージ）の利用が可能か検討する。
PC前での食事禁止など、マナー遵守を
徹底するため、定期的に教室の巡回・
注意を実施する。

図書館、学術情報サービスを提供するた
めの体制を整備し、機能的に運営する。

図書館のニーズに即して、学術情報
サービス提供における技術的支援を行
う。

図書館との連携を密にし、ニーズ等のヒ
アリングを行い、サービス提供において
円滑にシステムやネットワークが利用で
きるよう、支援や対応を行う。また、必要
な場合にはシステム化等の提案も積極
的に行い、導入整備に向けた支援も行
う。

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

中　期　目　標 中　期　計　画



定期的に打合せを実施している。図書
館システムの更新が来年度に見送ら
れたため、今年度に新規機器構成の
精査は不要となった。しかし、現行シス
テムのサーバは、メーカサポート終了
に伴いセキュリティ対策が不十分と
なっているため、当該対策について現
在も引き続き導入業者と調整を行って
いる。

○ ○

各部門との円滑な連携を目的として、
定期的に業務電算化WG開催してい
る。当該WGにおいて、各部門のニー
ズや方向性についての議論を行い、グ
ループウェア活用の方向性が概ね纏
まった。来年度整備・試行に向けて、
業者に提案および費用の提出を依頼
している。

○ ○

定期的に業務電算化WGを開催し、各
部門からの意見聴取や各種議論を実
施している。グループウェアについて
は、WGでも積極的に議論を行い、方
向性についての確認をし、来年度導入
整備に向けて予算申請を行うことがで
きた。
その他、WG主導のもと、事務業務効
率化に向けて、複合機を有効に活用
できるソフトウェア（DocuWorks）の操作
説明会を事務部門全体を対象に実施
することができた。説明会は非常に好
評であった。

◎ ◎

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

図書館、学術情報サービスを提供するた
めの体制を整備し、機能的に運営する。

図書館のニーズに即して、学術情報
サービス提供における技術的支援を行
う。

図書館との連携を密にし、ニーズ等のヒ
アリングを行い、サービス提供において
円滑にシステムやネットワークが利用で
きるよう、支援や対応を行う。また、必要
な場合にはシステム化等の提案も積極
的に行い、導入整備に向けた支援も行
う。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

事務業務処理の効率化や省力化を図る
ため、各事務部門との調整を行いなが
ら、グループウェア導入や内製を含む各
種システムの整備といった対応を検討
する。

各事務部門との連携を密にして、各事
務部門のニーズを聞きとり、当該部門
の業務効率改善につながるようなシス
テム化提案や整備を実践する。また、
各部門間業務フローが円滑に進むよ
う、平成30年度グループウェア導入整
備に向けて、要件整理を行いシステム
仕様を取り纏め、予算計画を立案す
る。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。


